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　みなべ町教育委員会は、今年から11 月 1 1 日を
「みなべ学びの日」、11 月の１か月間を「みなべ学
び月間」に制定します。
　「学び」とは、何かを新しく身につけようとする

営みで、「学習」よりも、自分から主体的にかつ人
間的に営むという意味合いが濃いそうです。
　町教委では、「学びの日」「学び月間」を設ける
ことで、学校教育だけに限らず、地域や家庭で「学
ぶ」という意義を深める機会にしてもらいたい、
そして、まず大人が学ぶ姿勢を示すことで子ども
たちにもいい影響が広がればと考えています。「親
の背を見て子は育つ」というのですから。
　1 1 月を学び月間としたのは、これまでも文化展
や芸能まつり、町民スポーツ大会、また学校開放
など最も活動が盛んに行われている月だからです。
　では、今年もいろんな行事が行われます。どう
ぞ皆さん、お誘い合わせてご参加ください。

　若き学び人である、みなべジュニアバンドクラブの演奏、
ピッコロ合唱団の合唱でオープンします。続いて、さまざ
まな「学び」の場で活躍してこられた「みなべ学者」の表
彰、9 月に募集した「人権を考える啓発標語」の入賞者の
表彰などが行われます。
　また、記念イベントとして、町内の各自主学習グループ、
長寿大学、宇宙少年団などの活動風景のパネル展が11 月 10
日(土)～ 13 日(火)まで、生涯学習センター(役場第2 庁舎隣)
で行われますので、ぜひご覧ください。

授業・クラブ公開11月いっぱい

地震津波避難訓練11 月7 日(水)

進路説明会
(3年生徒・3年保護者対象)

11 月6 日(火)

校内マラソン大会11 月20 日(火)

授業公開11月いっぱい
11 月8 日(木)
  ～10日(土)

通学合宿
　(6 年生希望児)

学習発表会12 月1 日(土)

授業公開
いも集会
低学年学習発表会
高学年学習発表会

11月いっぱい
11 月6 日(火)
11 月22 日(木)
11 月27 日(火)

授業公開
交通安全教室

11月いっぱい
11 月2 日(金)

ＥＰＰ(ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)研究発表会

11 月15 日(木)

ミニ音楽会・英語活動
親子で観劇
ＰＴＡ授業参観

11 月中旬
11 月21 日(水)
11 月22 日(木)

授業公開
校内進路説明会
校内文化祭
ジャンボ年賀状配布

11月いっぱい
11 月未定
11 月30 日(金)
12 月未定

地域の方の指導で料
理教室

12 月未定

高齢者疑似体験うら
しま太郎

12 月未定

授業公開
校内文化祭
校内駅伝大会

11月いっぱい
11 月17 日(土)
11 月20 日(火)

授業・クラブ公開11月いっぱい
11 月5 日(月)
  ～12日(月)

校内作品展

ふれ愛文化祭12 月16 日(日)

授業公開11月いっぱい
6 年生授業参観・地域の
方を講師にお話し会

11 月8 日(木)

1 年生・地域の方を講師
にお話し会

11 月9 日(金)

5年生・車いすダンス講習
2 年生授業参観
4 年生・電気の実験
校内音楽会
3 年生・食育教室

11 月12 日(月)
11 月13 日(火)
11 月27 日(火)
12 月1 日(土)
12 月7 日(金)

授業公開
秋の交通安全教室

11月いっぱい
11 月5 日(金)

1・2年生 地域のお年
寄りとふれあい活動

11月22 日(木)

金銭教育研究発表会11月30 日(金)

11 月12 日(月)不審者回避訓練

授業参観＆
 学級懇談会11月14 日(水)

園内絵画展11月いっぱい
避難訓練と
 　　消防車見学

11月13日(火)

11月17日(土) 保育参観
11月30日(金)

お楽しみ誕生日会

(陸上競技の部のみ10月20日開催済)

11 月は学校開放月間です。この機会に近くの学校へ、自分の、
また地域の子どもたちの様子を気軽
にのぞきにおいでください。なお、
来校の折は、恐れ入りますが、まず
職員室へ一声かけてください。

講師 近畿大学文芸学部
　　　村 瀬 憲 夫 教授

　大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。お誘い
合わせてご来場いただき、しばし万葉ロマンにひたっ
てください。問い合わせは町教育委員会(℡74-3134)へ。

　みなべハイキングクラブ主催。コースは、ふれ愛セ
ンター～小倉谷～根笹～晩稲方面～久地峠銅鐸出土地
～東本庄方面～ふれ愛センター（約6.7 キロ）。歩きや
すい服装で、弁当、お茶等は各自ご持参ください。
　参加申し込みは、11 月 15 日(木)までにお近くの公民
館へ。参加は無料です。

　
高
校
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
受
験
で

き
ま
す(
受
験
料
５
０
０
円)

。
み
な
べ
の

特
産
品
、
自
然
、
観
光
、
歴
史
、
文
化
財
な

ど
の
分
野
か
ら
50
問
を
４
者
択
一
で
出
題
し

ま
す
。
30
問
以
上
正
解
し
て
合
格
し
た
方
に

は
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。
受
験
申
込
と

問
い
合
わ
せ
は
、
み
な
べ
町
商
工
会(
℡
72-

３
２
２
５)

へ
。

〔締切は11月9日(金)〕
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みなべジュニアバンドクラブの子どもたち

「学びの日」に関するお問い合わせは、教育学習課(℡74-3134)へ

ピッコロ合唱団の子どもたち

清
川
の
西
村
修
次
さ
ん
を
講
師
に
、陶

芸
に
挑
戦
中
の
日
本
宇
宙
少
年
団
み
な

べ
梅
の
里
分
団
の
子
ど
も
た
ち

(県観光課・町教育委員会・南部長寿大学共催)
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　この夏、第14 回発明発見創意くふう展と第13
回未来の科学の夢絵画展が開催され、それぞれの

入賞作品が決まりました。〔両展の最優秀賞「前芝賞」は清川出
身の発明家、前芝宗三郎さん(福岡県在住)にちなんだものです〕
　その入賞作品を紹介します。なお、応募作品の総数はくふう
展108 点、絵画展20 点で、9 月22 日(土)から24日(月)まで生涯学
習センター(谷口)で展示されました。

町
長
賞

　「
絵
本 

わ
た
し
は
だ
あ
れ
？
」川畑瑠倫さん(上南部小１年)

議
会
議
長
賞

　「
不
思
議
な
ス
ト
ロ
ー
」

浜
口
良
太
く
ん

　(

上
南
部
小
６
年)

教育委員長賞
 「なつのすなえずかん」

土井亜沙人くん(高城小２年)

教
育
長
賞
「
お
り
が
み

で
つ
く
っ
た 

は
る

 

な
つ 

あ
き 

ふ
ゆ
」

ア
イ
デ
ア
賞

　「
セ
ロ
フ
ァ
ン
湿
度
計
」

池
添
徳
晃
く
ん

　(

上
南
部
小
３
年)

く
ふ
う
賞

　「
ス
ト
ロ
ー
ぶ
え
」

鎌
塚
有
真
く
ん

　(

上
南
部
小
１
年)

くふう賞「さかをのぼるひよこ」
松本祐哉くん(上南部小６年)

デザイン賞「はっぱで作ったこん虫」
久保陽美さん(清川小３年)

努力賞「ドライブゲーム」
中野公稔くん(南部小３年)

努力賞「ジェットひこうき」
片山瀬菜さん(上南部小１年)

奨励賞「やきゅうじょう」

畑中勇貴くん(高城小１年)

デ
ザ
イ
ン
賞
「
く
わ
が
た
」

山
本
雅
也
く
ん

　(

清
川
小
１
年)

商
工
会
長
賞
「
ま
る
き
の
　

　
　
　
百
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」

山﨑伊知郎くん(清川小２年)

松下恭子さん(埴田)

松下さんのコメント「環境問題は人間だけ
の問題じゃないと思って作りました。みん
なが見てくれる絵本にしたかったので、受
賞は本当にうれしいです」

奨励賞「かっこいいうちゅうせん」

永井亮くん(上南部小１年)

田中彩織さん
 (上南部小１年)

中家さんのコメント「お母さんが梅干しをし
ているのを見ていて、大変だなあ、こんな機械

中
家
知
美
さ
ん(

清
川
小
５
年)

町
長
賞

 

「
に
じ
の
じ
ゅ
う
た
ん
」

露
詰
健
一
朗
く
ん

　
　  (

清
川
小
１
年)

議会議長賞
「お米を食べにくるイノシシ」
下村太輝くん(清川小３年)

商工会長賞「らくらく梅作業」
前芝早紀さん(清川中２年)

奨励賞「リサイクル犬」
中村綾佳さん(高城小６年)

教育長賞「草にかこまれた家」
田中晃子さん(南部小５年)

奨励賞「ストップ地球温暖化」
榎本亮太くん(清川小６年)

教
育
委
員
長
賞
「
つ
ぶ
つ
ぶ
く
ん
」

露
詰
茉
悠
さ
ん(

清
川
小
４
年)

があったら楽になるだろうな
と思って描きました。受賞は
とてもうれしいです」
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一 般

住宅新築資金
等 貸 付 事 業

鶴 の 湯

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡易水道事業

普通会計合計

95億 9,634 万円　　

3,536 万円　　

6,065万 2千円

96億 7,867 万 6千円

19 億 4,623 万円　　

12億 3,354 万 2千円

9 億 4,094 万円　　

2億 6,176 万 1千円

7億 8,550 万 2千円

1億  990万 1千円

92億 3,828 万 9千円

1,697万 3千円

6,054万 4千円

93億 213 万円　　

16億 8,327 万 7千円

12億 3,510 万 9千円

8億 8,541 万 5千円

2億 5,938 万 4千円

7億 6,208 万 3千円

9,538万 7千円

3億 5,805 万 1千円

1,838万 7千円

10 万 8 千円

3億 7,654 万 6千円

2億 6,295 万 3千円

△ 156 万 8 千円

5,552万 5千円

237 万 7 千円

2,341万 9千円

1,451万 4千円

1,990万 4千円

0 千円

0 千円

1,990万 4千円

0 千円

0 千円

295 万 7 千円

0 千円

4 万 4 千円

0 千円

3億 3,814万 7千円

1,838万 7千円

10 万 8 千円

3億 5,664万 2千円

2億 6,295万 3千円

△ 156 万 8 千円

5,256万 8千円

237 万 7 千円

2,337万 5千円

1,451万 4千円

水道事業(収益的) 1億 5,949 万 5千円 1億 3,102 万 4千円 2,847万 1千円 0 千円 2,847万 1千円

普通会計の歳入・歳出合計とも、一般会計から鶴の湯会計への繰出金
(鶴の湯会計からすると繰入金)1,367万6千円を差し引いた額です。

その他の特別会計(特定の収入で特定の事業を行うための会計)

企業会計(受益者負担で行なう独立採算制を原則とする会計)

　平成18 年度みなべ町各会計の歳入歳出の決算が、９月に行われた第３回
議会定例会(９月議会)で下表の通り認定されました。
　各市町村間で財政の比較をするとき、一般会計だけでは難しいことから、
統一したルールで比較できるようにした会計区分があり、それを「普通会
計」といいます。みなべ町の普通会計は、一般会計と、特別会計の中の住
宅新築資金等貸付事業特別会計と鶴の湯会計を合わせたものをいいます。
　今回はこの普通会計を中心にして、平成18 年度各会計の決算、「まちの家

　
普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
96
億
７
８
６

７
万
６
千
円
、
歳
出
総
額
は
93
億
２
１
３

万
円
、
差
引
額
は
３
億
７
６
５
４
万
６
千

円
で
す
。
そ
の
う
ち
平
成
19
年
度
へ
繰
り

越
し
て
行
う
事
業
の
た
め
の
財
源
１
９
９

０
万
４
千
円
を
引
い
た
額
、
３
億
５
６
６

４
万
２
千
円
が
実
質
収
支(

黒
字)

で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
決
算
額
は
、
前
年
度

(

平
成
17
年
度)

に
比
べ
、
歳
入
が
１
５
３

６
万
９
千
円
、
歳
出
が
２
億
６
３
８
１
万

７
千
円
増
え
て
い
ま
す
。
歳
出
が
増
え
た

の
は
南
部
小
学
校
改
築
工
事
に
取
り
か

か
っ
た
な
ど
の
た
め
で
す
。

　
左
ペ
ー
ジ
の
項
目
別
の
歳
入
と
歳
出
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。  (

８
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す)

632,239円
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地方交付税 34億 8,418万 9千円(36.0%)

町債 18億 1,690万円(18.8%)

町税 14億 4,440万円(14.9%)

県支出金
 9億 202 万 2千円(9.3%)

前年度繰越金
 6億 2,499万 4千円(6.5%)

国庫支出金
 4億 7,238万 6千円(4.9%)

地方消費税交付金・利子割交付金・地方譲与税・
自動車取得税交付金・地方特例交付金・配当割交付金・
株式等譲渡所得割交付金・交通安全対策特別交付金
 　　4億 1,932 万 4 千円(4.3%)

分担金及負担金・使用料及手数料
 　　　　2億 5,662万 1千円(2.6%)

財産収入・寄附金・諸収入
 　　　　2億 3,558万 3千円(2.5%)

繰入金 2,227 万 5 千円(0.2%)

議会費
 8,122万 5千円(0.9%)

商工費
 1億 4,500万 4千円(1.6%)

災害復旧費
 2億 655万 1千円(2.2%)

衛生費
 6億 4,683万 8千円(7.0%)

総務費
 9億 7,178万 1千円(10.4%)

教育費
 10億 7,986万 2千円(11.6%)

民生費
 13億 543万 5千円(14.0%)

農林水産業費
 18億 5,995万 9千円(20.0%)

土木費
 7億 6,472万 9千円(8.2%)

公債費
 19億 6,060万 5千円(21.1%)

73.3%

26.7%

歳入合計を
町民１人あたり
にしてみると

657,832円

町が事業を行うため
に借り入れたお金を
返すための費用です。

農・林・漁業
の振興のため
の費用です。

お年寄りや障がいのある
方々へのお世話の費用や
保育所などの費用です。

小中学校の施設整備、文
化事業やスポーツ事業な
どを行うための費用です。

住民環境課などの窓口
サービスや税金徴収、選
挙などのための費用です。

健診や予防接種、ごみ処
理などのための費用です。

商工費9,856円、消防費19,046円、
災害復旧費14,039 円、議会費
5,521円です。

町の財政力に応じて国か
ら交付されるお金で、使
い道に制限はありません。

町が事業を行うときに
計画的に借り入れるお
金です。

町民税や固定資産税、
軽自動車税などです。

県から支出さ
れるお金で、
使い道が決め
られています。

国から支出される
お金で、使い道が
決められています。

前年度からの
繰越金です。

繰入金、使用料及
手数料などです。

道路や橋を造った
り、公園を整備し
たりするなどのた
めの費用です。

※

町税の内訳

グラフの各金額は、平成19年3月31日現在の人口(14,713人)
で、歳入、歳出それぞれの決算額を割って算出しました。

水道事業(資本的) 5,964万 9千円 1億 1,104 万 8千円 △ 5,139 万 9 千円 0 千円 △ 5,139 万 9 千円

　同和地区新築資金などの貸付のた
めの会計。現在、歳入は貸し付けた
方からの返済金、歳出は起債償還金
です。(町は貸付のための費用を国な
どから借りていました)

　鶴の湯温泉(熊瀬川)の運営のため
の会計。主な歳入は、温泉入湯料や
一般会計からの繰入金などです。

　町民の生活に関わりの深い福祉、
教育など幅広い範囲の事業を行なう
ための会計です。

依存財源と
自主財源の
割合

依存財源
自主財源

その他の収入の主なもの
・分担金及負担金→　保育所保育料や火葬料、各事
　　業分担金などです。
・使用料及手数料→　町営住宅使用料、各施設使用
　　料などです。
・繰入金→　基金(町の貯金)を取り崩したなどのお
　　金です。

歳出合計を
町民１人あたり
にしてみると

計簿」のあらましを紹介します。
消防費
 2億 8,014万 1千円(3.0%)

町の公債費などについてまとめたパンフレット「まち
の借金はどうなっているの？」をこの広報紙と一緒に
お届けしましたので、あわせてご覧ください。
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【平成18年度普通会計の主な事業とその費用】

○県総合防災情報システム整備負担金＝825 万 9 千円

○津波・洪水ハザードマップ作成委託料＝514万4千円

○愛之園保育園避難路整備工事費＝319 万 2 千円

○コミュニティバス試行運行事業費＝1,358 万円

○長期総合計画策定業務費用＝446 万 8 千円

○町斎場改築工事費＝271 万5 千円

○ごみ処理費用＝2億3,512 万5 千円

　　　　　　　　　（町民１人あたり＝15,981 円）

○小目津公園かめかめらんど設置工事費＝4,980万2千円

○町道新殿開南部川線・滝線改良工事費＝1億690万円

○災害復旧工事費(河川・道路)＝8,500 万8 千円

○梅消費拡大ラジオキャンペーン費用＝963 万 9 千円

○第12 回全国梅(花)サミット開催費用＝389 万7 千円

○津波危機管理対策緊急事業費＝7,587 万1 千円

○南紀用水関連事業費用＝3億2,160 万4 千円

○農道志礼線改良事業費＝8,849 万4 千円

○中山間地域等整備事業費＝1 億5,242 万円

○岩代東部地区かんがい排水事業費＝2,059 万1 千円

○南部小学校舎改築関連工事費等＝3億7,047万9千円

○上南部小学校コンピュータ機器購入費＝1,246万3千円

○生涯学習センター改築工事費等＝1億8,558万9千円

国民健康保険事業特別会計
　町長が保険者となり、社会保険に加入
していない自営業の方などに医療費を給
付する会計です。主な歳入は、国民健康保
険税、国・県支出金、一般会計からの繰入金などです。
○歳入19億4,623万円　●歳出16億8,327万7千円
　　　　　　　　→ 差引(黒字)2億6,295万3千円

老人保健特別会計
　高齢者の医療費をまかなうための会計です。主な歳
入は、社会保険などからの交付金、国・県支出金、一
般会計からの繰入金などです。歳出の97％が医療費に
充てられました。
○歳入12億3,354万2千円　
●歳出12億3,510万9千円
　　→ 差引(赤字)156万8千円
　　　　(この不足額は平成19年度から繰上充当されました)

介護保険特別会計
　高齢者への介護サービス・支援サービスにかかる経
費をまかなうための会計です。主な歳入は、介護保険
料、国・県支出金、社会保険などからの交付金、一般
会計からの繰入金などです。
○歳入9億4,094万円　●歳出8億8,541万5千円
　　　→ 差引(黒字)5,552万5千円

農業集落排水事業特別会計
　生活環境を向上し河川をきれいにするために、８か
所の農集浄化センターや管路などを維持管理する会計
です。主な歳入は、農集排使用料、国・県支出金、一般
会計からの繰入金などです。
○歳入2億6,176万1千円　●歳出2億5,938万4千円
　　→ 差引(黒字)237万7千円

公共下水道事業特別会計
　生活環境を向上し河川をきれいに
するために、下水道施設を整備した
り、維持管理したりする会計です。
主な歳入は、受益者負担金、下水道
使用料、国・県支出金、一般会計からの繰入金、町債
などです。
○歳入7億8,550万2千円　●歳出7億6,208万3千円
　　　→ 差引(黒字)2,341万9千円

簡易水道事業特別会計
　旧村地域に安全な飲み水を安定して供給
するための会計です。主な歳入は、水道料
金、一般会計からの繰入金などです。

○歳入1億990万1千円　●歳出9,538万7千円
　　　　　　　　→ 差引(黒字)1,451万4千円

水道事業会計(収益的収入・支出)
　旧町地域に安全な飲み水を安定して供給するための
会計です。収入の大半は水道料金です。

水道事業会計(資本的収入・支出)
　旧町地域の公共下水道工事に伴う水道管の布設替え
工事などのために使われました。収入は公共下水道事
業特別会計からの補償費などです。
○収入5,964万9千円　●支出1億1,104万8千円
　→ 差引(赤字)5,139万9千円
  (この不足額はこれまでの留保資金などで補填されました)

○収入1億5,949万5千円　
●支出1億3,102万4千円
　→ 差引(黒字)2,847万1千円

(うち295万7千円は平成18年度中に完了できなかっ
た事業の費用として19年度へ繰り越されます)

(うち4万4千円は平成18年度中に完了できなかった
事業の費用として19年度へ繰り越されます)

議員の報酬、職員の
給与などの費用です。

福祉医療費の給付や児童
手当などの支援金です。

各公共施設の電気
代、日常使用する紙
代やコピー代(事務
消耗品)などです。

道路、公共施設
などを補修する
ための費用です。

さまざまな活動をしている各
種団体への補助金などです。

将来へ残すさまざまな施
設や道路などを造るため
の費用です。

台風など災害で破損し
た道路や施設などを復
旧するための費用です。

町債の元金・利子や、
一時借入金の利子を支
払うための費用です。

一般会計と特別会計、または特別
会計間で移動するお金です。

93億 213 万円

性質別の
歳出合計

財政運営を計画的に
するため、年間の財
源変動に備えて積み
立てる費用です。

　
歳
入
の
内
訳
は
、
全
体
に
占
め
る
割
合

の
大
き
い
も
の
か
ら
見
る
と
、
地
方
交
付

税
が
34
億
８
４
１
８
万
９
千
円(

全
体
の

36
％)

、
町
債
が
18
億
１
６
９
０
万
円(

同

18
・
８
％)

、
町
税
が
14
億
４
４
４
０
万
円

(

同
14
・
９
％)

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
比
べ
る
と
、
地
方
交
付
税
が

９
２
０
５
万
円
の
増
、
町
債
が
８
０
６
０

万
円
の
減
、
町
税
が
４
５
８
０
万
８
千
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
源
的
に
見
る
と
、
町
が
自
分
の
力
で

ま
か
な
う
自
主
財
源
が
25
億
８
３
８
７
万

４
千
円(

26
・
７
％)

、
国
や
県
な
ど
か
ら

交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
依
存

財
源
が
70
億
９
４
８
０
万
２
千
円(

73
・
３

％)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
に
見
た
歳
出
は
、
全
体
に
占
め

る
割
合
の
大
き
い
も
の
か
ら
見
る
と
、
公

債
費
が
19
億
６
０
６
０
万
５
千
円(

全
体

の
21
・
１
％)

、
農
林
水
産
業
費
が
18
億
５

９
９
５
万
９
千
円(

同
20
％)

、
民
生
費
が

13
億
５
４
３
万
５
千
円(

同
14
％)

、
教
育

費
が
10
億
７
９
８
６
万
２
千
円(

同
11
・
６

％)

…
…
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
比
べ
る
と
、
増
額
は
公
債
費

４
億
３
９
５
８
万
８
千
円
増
、
教
育
費
４

億
５
７
０
５
万
８
千
円
増
な
ど
、
減
額
は

総
務
費
３
億
６
７
０
４
万
３
千
円
減
、
衛

生
費
３
億
４
５
６
４
万
５
千
円
減
な
ど
で

す
。
公
債
費
が
増
え
た
の
は
町
債
の
元
金

を
繰
上
償
還
し
た
た
め
な
ど
で
す
。

　
歳
入
、
歳
出
と
も
大
き
な
数
字
で
す
が
、

前
ペ
ー
ジ
下
の
町
民
１
人
あ
た
り
に
置
き

か
え
た
金
額
を
み
て
少
し
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
歳
出
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
し
た
項
目

や
金
額
な
ど
は
左
の
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
が
24
億
９
０
７
０
万
３

千
円
と
４
分
の
１
強
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

費
、
南
部
小
学
校
改
築
工
事
費
、
町
道
や

農
道
の
改
良
工
事
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
町
に
は
、
一
般
会
計
と
と
も
に
普
通
会

計
を
構
成
す
る
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
、
鶴
の
湯
の
２
つ
の
特
別
会
計
の
ほ

か
に
、
下
記
の
６
つ
の
特
別
会
計
と
１
つ

の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
一

般
会
計
と
と
も
に
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
会
計
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業

　
平
成
18
年
度
の
保
険
給
付
費
は
10
億
７

４
２
９
万
９
千
円
、
被
保
険
者
は
８
９
６

８
人(

１
年
間
を
通
し
て
の
平
均
人
数)

で

し
た
。
保
険
給
付
費
は
平
成
17
年
度
よ
り

87
万
５
千
円
減
と
ほ
ぼ
同
額
で
し
た
。

▼
老
人
保
健

　
平
成
18
年
度
の
医
療
諸
費
は
12
億
２
３

６
万
３
千
円
、
受
給
者
は
２
１
８
１
人

(

平
成
18
年
10
月
現
在)

で
し
た
。
医
療
諸

費
は
平
成
17
年
度
よ
り
１
億
１
９
３
９
万

円
減
額
し
て
い
ま
す
。

▼
介
護
保
険

　
平
成
18
年
度
の
保
険
給
付
費
は
８
億
２

７
２
３
万
５
千
円
、
被
保
険
者
は
３
６
８

１
人(

１
年
間
を
通
し
て
の
平
均
人
数)

で

し
た
。
そ
の
う
ち
要
支
援
・
要
介
護
に
認

定
さ
れ
た
方
は
６
１
８
人(

同)

で
し
た
。

↑

特別会計と企業会計は独自の収入があるため独立した会計で事業を行っています。しかし、住宅新築
資金等貸付事業と水道事業を除く、７特別会計は独自の収入だけではまかなえないため、一般会計か
ら繰り入れています（一般会計から援助しています）。

※
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「まだか…ナ…」、馬上で
寝てしまった稚児さんも。
10月9日(火)、須賀神社で。

▲

▲

「そーれ、そーれ」、みんなで息
を合わせてかつぎます。10 月
21 日(日)、鹿島神社の馬場で。

子どもたちが脈々と伝統
を受け継いできた「子踊
り」。10月7日(日)、東岩代
八幡神社(左)と西岩代八
幡神社(右)で。

　9 月29 日(土)、青少年育成町民会議主催の「米づくり体
験」稲刈りが、10 月6 日(土)には稲はちが南部イン

ターチェンジ近くの田んぼで行われ、大勢の
子どもたちが参加しました。稲刈りでは、初
めて鎌を使うとあって恐る恐る刈っていた子
たちも慣れてくると手つき良く稲束を作って
いました。稲はちでも、ハーベスターに手際
よく稲束を通していました。

　10 月中旬、地域福祉計画の策定に向けて、町保
健福祉課と町社会福祉協議会が町内各地で地区懇
談会を開催しました。計画は地域ごとの実情に応
じた内容をもり込んで、和歌山大学の協力を得て
今年度中に策定する予定です。
　8 地域に分けて行われた懇談会には、それぞれ
地域の社協理事、評議員、福祉委員や民生委員児
童委員、母子保健推進委員、区関係者、地域福祉
計画策定委員の皆さんが出席、住み慣れた地域で
みんなが安心して暮らしていくために、どんな課
題があるのか、課題解決のためには地域でどのよ
うに取り組むべきか、熱心に話し合っていまし
た。10 月 10 日(火)、高城公民館で行われた地区懇談会

　4 年目となる今年の「梅」セミナーは、特に要望が多かっ
た「梅栽培の基礎講座」と「整枝・剪定のポイント」に
重点をしぼって開催されました(町農業振興協議会主催)。
　年間の栽培管理や土づくりのポイントを学ぶ基礎講座
は10 月 18 日(木)夜に開かれ、約50 人が受講しました。ま
た、梅の生理に合った適正な整枝・剪定の実習は23 日(火)、
西岩代パイロットなど2 か所で行われました。参加した約
5 0 人は講師を務めた果樹研究会員、県職員や町職員に熱
心に質問しながら実際に枝を剪定し、「さっそく家でも
やってみよう」などと話していました。

　9 月30 日(日)早朝、芝と東吉田の長寿クラブの
皆さんが役場第1 庁舎隣のみなべ浄化センター周
辺の草刈りや清掃をしてくれました。

　10 月17 日(水)、焼き芋
パーティで。「おいしく
てほっぺが落ちそう」

　10 月 18 日(木)、避難訓練で。「ボク、大き
くなったら消防士さんになろうかな」

　10 月 3 日(水)、仁坂吉伸県知事が来町し、紀州梅の郷救
助隊、みなべ観光協会、町農業振興協議会の皆さんとそれ
ぞれざっくばらんに「紀の国いきいきトーク」を繰り広げ
ました。紀州梅の郷救助隊とのトークでは「ぜひ一度救助
隊の皆さんと会いたかった」と熱心に隊員と話し合いまし
た。みなべ観光協会、町農業振興協議会とのトークでも、
それぞれの現状や課題を聞いたり、県の政策を説明したり
と予定時間をオーバーするほどでした。町農業振興協議会の皆さんにあいさつする

仁坂知事
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●慶次郎縁側日誌 月明かり(北原亞
以子)●有頂天家族(森見登美彦)●城
山三郎 命の旅(内橋克人・佐高信編)
●すべては消えゆくのだから(R･ﾀﾙ
ﾃﾞｭｰ)●兵隊万葉集(早坂隆)●スナッ
プ写真のルールとマナー(日本写真
家協会編)●重曹でナチュラルベ
ビーケア(岩尾明子)●堆肥・有機質
肥料の基礎知識(西尾道徳)●ブラッ
クジョーク大全(阿刀田高)

　「遊び死にしなかったのは
不思議なくらい」、そんな幸せ
な子ども時代から、『長くつし
たのピッピ』をはじめとする、
たくさんの名作が生まれまし
た。挿絵いっぱいのステキな
自伝で、実際にした遊びが、ど
の作品に描かれているかも、
すぐにわかるしかけです。

上南部分館・大人向け
●口は災い(R･ﾎﾞｳｴﾝ)●ひっつ
きむしの図鑑(伊藤ふくお)●
想い事。(Cocco 文・写真)

　今話題の写真家、梅佳代さ
んと、話題をまき続けて長い
「国語辞典」による合作写真
集。写真と単語、その説明（辞
典どおり）の組み合わせが絶
妙で、笑えます！

ゆめよみ館・大人向け

遊
ん
で
遊
ん
で

上南部分館・子ども向け
●右翼と左翼はどうちがう？
(雨宮処凛)●下町不思議町物
語( 香月日輪) ●貝の子プチ
キュー(茨木のり子)

　伝承あそびの普及に力を注
いでいる著者が、お孫さんと
楽しめるあそびを紹介します。
手あそび、絵かきあそび、ビー
玉、草花あそびなど、お孫さ
んとふれ合えば、笑顔が幸せ
な気分にしてくれます。身近
なものを使った手作りおも
ちゃもあります。

孫
に
う
け
る
あ
そ
び
と

お
も
ち
ゃ

菅
原
道
彦(

大
月
書
店)

ゆめよみ館・子ども向け
●ちかちゃんのきゅうしょく  食物
アレルギーのおはなし(光本多佳子)
●ぐんぐん強くなる！陸上競技(尾
縣貢)●おはようスーちゃん(J･G･ﾛﾋ゙
ﾝｿﾝ)●ユーリーとソーニャ(H･ﾄﾛﾜｲﾔ)
●ぼく、カギをのんじゃった！(J･
ｷﾞｬﾝﾄｽ)●トリ・サムサ・ヘッチャラ
（Z･ﾄﾞｳﾞｪﾝｶｰ)●じいちゃんとない
しょのないしょのやまのぼり(わた
なべさもじろう)●ウェン王子とト
ラ(C･ｼﾞｬﾝﾎﾝ)●どろぼうだっそうだ
いさくせん！(穂高順也・西村敏雄)

Ｃ
・
ビ
ョ
ル
ク(

岩
波
書
店)

(生涯学習センター内)

 3 日(土) 文化の日・特別開館日
　わくわくタイム(10:30 ～)、　
　おはなし会(14:00 ～)
 5日(月) 休館
 8日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
10日(土) おはなし会(14:00 ～)
12日(月) 休館
17日(土) おはなし会(14:00 ～)
19日(月) 休館
22日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
23 日(金) 休館(勤労感謝の日)
24日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　　おはなし会(14:00 ～)
26日(月) 休館
30 日(金) 休館(月末整理日)
12月1日(土) わくわくタイム(10:
　30～)、おはなし会(14:00～)
12月3日(月) 休館

う
め
版新明

解
国
語
辞
典

　
×
梅
佳
代(

三
省
堂)

　9 月23 日(日)、町立図書館主催 秋のジョイント
コンサートが南部公民館で行われました。
　当日は幼児から高齢者まで約 7 0 人が来場し、
南部中学校吹奏楽部の演奏や、南部高校合唱部
のメドレーに聴き入りました。終了後、「感激し
た」「楽しく癒されたひとときだった」「生徒たち
の笑顔がすてきだった」「もっと大勢の人に聴い
てもらいたかった」と感想を寄せてくれました。

力
強
い
演
奏
、南
部

中
学
校
吹
奏
楽
部

歌
っ
て
、踊
っ
て
、

南
部
高
校
合
唱
部

クマが登場する本を
いっぱい集めました

小学生のためのパッチワーク教室(毎月
　第3 土曜日・南部公民館で)の子ど
　　もたちの作品を展示します

イラストレーター
松下恭子さん
作品展
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ど
ろ
ぼ
う
の
被
害
が
今
夏
か

ら
町
内
で
す
で
に
10
件
余
り
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
夜
中
、
家
族
が
寝
静
ま
っ
た

こ
ろ
忍
び
入
っ
て
金
品
を
盗
む

と
い
う
手
口
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
被
害
に
遭
っ
た
お
家
に
は

玄
関
や
裏
口
、
窓
の
鍵
を
か
け

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
案
外
多
い
の
で
す
。

　
当
地
方
で
は
、
夜
間
は
も
ち

ろ
ん
、
留
守
に
す
る
と
き
で
も

鍵
を
か
け
な
い
と
い
う
お
家
が

結
構
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

被
害
に
遭
っ
て
「
ま
さ
か
我
が

家
に
…
」
と
嘆
く
前
に
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
夜
間
は
玄
関
や
裏
口
、
窓
の

鍵
を
か
け
る
。(

湿
気
が
こ
も
る

か
ら
と
浴
室
の
窓
を
開
け
て
い

る
お
家
が
あ
り
ま
す
が
危
険
で

す
の
で
鍵
か
け
は
忘
れ
ず
に)

○
外
出
時
は
少
し
の
間
で
も
鍵

を
か
け
る
。

○
多
額
の
お
金
を
家
や
車
の
中

に
置
か
な
い
。

○
近
く
に
見
か
け
な
い
車
が
止

ま
っ
て
い
た
ら
ナ
ン
バ
ー
を
ひ

か
え
る
な
ど
気
に
と
め
て
お
く
。

○
家
の
周
り
に
侵
入
の
足
場
に

な
る
よ
う
な
ハ
シ
ゴ
や
箱
な
ど

を
放
置
し
な
い
。

○
夜
間
は
家
の
周
り
を
明
る
く

す
る
。

○
車
庫
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め

鍵
を
か
け
る
。

○
車
や
自
転
車
に
も
鍵
を
か
け

る
。(

車
や
単
車
の
キ
ー
を
つ

け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
か
な
い

こ
と)

　
そ
し
て
、
何
よ
り
大
事
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
普
段
か
ら
隣
の
人
、

地
域
の
人
た
ち
と
声
を
か
け
あ

い
、
つ
な
が
り
を
深
め
て
お
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
何
か
あ
っ

た
と
き
頼
り
に
な
る
の
は
、
や

は
り
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
の
力
な
の
で
す
か
ら
。

　
み
な
べ
町
で
は
今
年
、
11
件

の
火
災
が
起
こ
り
ま
し
た(

10

月
24
日
現
在)

。

●
平
成
19
年
１
月
〜
10
月
の
間

に
町
内
で
起
こ
っ
た
火
災

◎
建
物
５
件(

全
焼
２
件
、
部
分

焼
３
件)

　

◎
そ
の
他(

畑
な
ど) 

６
件

(

右
記
の
う
ち
消
防
団
が
出
動

し
た
の
は
建
物
５
件
、
そ
の
他

３
件
、
計
８
件
で
し
た)

　
火
災
の
度
に
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
、
日
高
広
域
消
防
本
部
に

は
ご
苦
労
を
お
か
け
し
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。

　
冬
に
向
か
っ
て
日
ご
と
肌
寒

さ
が
増
し
て
い
く
こ
の
ご
ろ
は
、

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
続
く
な

ど
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。

　「
火
は
見
て
る 

あ
な
た
が
離

れ
る 

そ
の
時
を
」(

今
年
度
の
全

国
統
一
標
語)

。
よ
り
念
を
入

れ
、
心
の
注
意
の
火
を
消
さ
な

い
で
、
火
の
始
末
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
11
月
９
日(

金)

〜
15
日(

木)

の

秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
中
、

消
防
団
は
防
火
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。
日
高
広
域
消
防
本
部

で
も
、
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消

防
訓
練
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
地
域
防
火
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
同
南
部
出

張
所(

℡
74-

３
１
１
９)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
９
日
〜
15
日
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
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御
坊
税
務
署
が
無
料
相
談
所

を
次
の
通
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
　
11
月
16
日(
金)
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

◎
と
こ
ろ
　
ロ
マ
ン
シ
テ
ィ

オ
ー
ク
ワ(

御
坊
市)

　
ま
た
、
今
年
も(

社)

御
坊
納

税
協
会
が
主
催
し
て
、
抽
選
で

賞
品
が
当
た
る
「
税
金
ク
イ
ズ
」

を
11
月
１
日(

木)

〜
19
日(

月)

ま

で
実
施
し
ま
す
。

　
応
募
用
紙
と
応
募
箱
は
、
役

場
第
１
庁
舎
・
第
２
庁
舎
の
窓

口
、
高
城
公
民
館
、
清
川
公
民

館
、
図
書
館(

ゆ
め
よ
み
館)

に

置
い
て
い
ま
す
。
用
紙
に
記
入

の
上
、
応
募
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
50
円
切
手
を

貼
っ
て
郵
送
し
て
も
結
構
で
す
。

　
御
坊
税
務
署
が
事
業
所
な
ど

を
対
象
に
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
通
り
開
き
ま
す
。
出
席
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
御
坊
税
務

署
か
ら
送
付
す
る
年
末
調
整
関

係
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
月
４
日(

火)

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
み
な
べ
い
な

み
本
所
３
階
会
議
室(

気
佐
藤)

　
住
宅
、
店
舗
、
倉
庫
、
工
場
、

作
業
所
な
ど
の
家
屋
に
対
す
る

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
で
す
か
ら
、
そ
の
家
屋
を
取

り
壊
し
た
の
に
、
１
月
１
日
ま

で
に
役
場
へ
届
け
出
を
済
ま
せ

て
い
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
現
存

す
る
と
み
な
さ
れ
、
課
税
対
象

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

　
も
し
、「
以
前
、
家
屋
を
壊
し

た
け
れ
ど
、
ま
だ
届
け
を
出
し

て
な
い
」
と
い
う
方
が
お
ら
れ

た
ら
、
12
月
27
日(

木)

ま
で
に
税

務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
基
礎

年
金
額
の
３
分
の
１(

将
来
は

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す)

は
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
万
一
の
と
き
に

は
、
障
害
者
年
金
や
遺
族
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
公
的
年
金
制
度

は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
保
険

料
を
納
付
す
る
現
役
世
代
に

と
っ
て
も
心
強
い
味
方
な
の
で

す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
、
所
得
税
の

確
定
申
告
や
住
民
税
の
申
告
の

際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
、
保
険
料
を
納
め

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
11
月
上
旬
、
社
会

保
険
庁
か
ら
社
会
保
険
料(

国

民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、

申
告
時
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。(

証
明
し
て
い
る
の

は
平
成
19
年
１
月
１
日
〜
10
月

１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
金
額

に
つ
い
て
で
す
。
10
月
２
日
か

ら
年
末
ま
で
に
、
そ
の
年
初
め

て
納
付
さ
れ
た
方
に
は
来
年
２

月
に
送
付
さ
れ
ま
す)

　
も
し
、
証
明
書
が
届
か
な
い
、

届
い
た
と
思
う
が
見
あ
た
ら
な

い
と
い
う
と
き
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

℡
０
５
７

０-

０
０-

９
９
１
１ 

へ
連
絡

す
れ
ば
交
付
し
て
く
れ
ま
す
。

(

11
月
１
日
〜
来
年
３
月
14
日

ま
で
。
時
間
は
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時)

　
な
お
、
納
付
書
に
よ
り
金
融

機
関
窓
口
で
納
入
し
て
い
る
方

は
、
領
収
証
書
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
り
、

学
生
納
付
特
例
を
利
用
し
た
場

合
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
、
そ
の
期
間
の

保
険
料
を
追
納
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
将
来
の
た
め
に
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。(

但
し
、
例
え
ば
半
額
免
除

の
場
合
、
残
る
半
額
を
納
付
し

て
い
な
い
と
追
納
で
き
ま
せ

ん)　
な
お
、
追
納
で
き
る
の
は
10

年
以
内
で
、
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
や
猶
予
の
申
請
を
せ
ず

　
に
未
納
の
場
合
、
追
納
で
き

　
る
期
間
は
直
近
の
２
年
間
の

　
み
で
す
。

　
も
し
、
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
手
続
き
は
役
場
住
民
環
境

課
窓
口
で
で
き
ま
す
の
で
、
届

け
出
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(

但
し
、
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
た
場
合
は
共
済
組
合
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い)



応
し
て
く
れ
ま
す)

。
つ
な
が
り

に
く
い
と
き
は
県
女
性
相
談
所

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
児
童
虐
待
は
子
ど
も
へ
の
最

も
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　
虐
待
を
し
た
く
て
子
ど
も
を

虐
待
し
て
い
る
親
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
へ
の
接
し

方
や
育
て
方
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
、
親
族
や
地
域
か
ら
の
孤

立
、
夫
婦
間
や
家
庭
内
の
不
和
、

仕
事
や
金
銭
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
場

合
に
、
児
童
虐
待
が
起
こ
り
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
、
児
童
虐
待
は
ど
こ
の
家
庭

　
配
偶
者
暴
力
防
止
法(

Ｄ
Ｖ

防
止
法)
が
改
正
さ
れ
、
平
成
20

年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

(

効
力
を
発
揮
し
ま
す)

。

　
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

■
保
護
命
令
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
す

＊
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫

を
受
け
た
と
き
に
保
護
命
令
の

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

＊
面
会
の
要
求
、
電
話
、
電
子

メ
ー
ル
、
文
書
な
ど
を
禁
止
す

る
保
護
命
令
の
申
し
立
て
が
で

き
ま
す
。

＊
被
害
者
の
親
族
な
ど
へ
の
接

近
も
禁
止
命
令
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

■
被
害
者
の
た
め
の
基
本
計
画
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

づ
く
り
が
市
町
村
の
努
力
義
務

と
な
り
ま
す
。

■
市
町
村
に
よ
る
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
が
努

力
義
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被

害
者
の
緊
急
時
の
安
全
確
保
が

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て

明
記
さ
れ
ま
す
。

■
裁
判
所
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
保
護
命
令
の
発
令
通
知
を

速
や
か
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、
県
女
性
相
談

所(

℡
０
７
３-
４
４
５-

０
７

９
３)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
内
閣
府
の
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ

イ
ト
も
あ
り
ま
す
。

http://www.gender.go.jp/
e-vaw/index.htm

　
県
が
Ｄ
Ｖ(

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力)

の
被
害
者
支
援

の
た
め
、
紀
南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
そ
の
運
営
を
民
間

団
体
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
会

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
」
に
委
託
し

ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
を
も
含
む
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。
身
体
的

な
暴
力
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
、

経
済
的
、
知
的
な
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
も
し
、
Ｄ
Ｖ
に
困
っ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
た
ら
、
独
り
で
悩

ま
な
い
で
、
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト

(
℡
24-

３
３
２
２)

へ
ま
ず
電

話
し
て
く
だ
さ
い(

24
時
間
対

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
も
し
、
お
近
く
の
お
子
さ
ん

に
、
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡

が
あ
る
、
着
衣
や
髪
の
毛
が
い

つ
も
汚
れ
て
い
る
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る
、
落
ち
着
き
が
な
く

乱
暴
に
な
る
、
親
を
避
け
よ
う

と
す
る
、
夜
遅
く
ま
で
一
人
で

遊
ん
で
い
る
な
ど
の
様
子
が
見

ら
れ
た
ら
、
紀
南
児
童
相
談
所

(

℡
22-

１
５
８
８
、
Fax
22-

１

９
１
７)

、
ま
た
は
保
健
福
祉
課

(

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー)

へ
迷
わ
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

目
配
り
・
気
配
り
が
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
救
う
の
で
す
。

　
な
お
、
虐
待
、
い
じ
め
、
不
登

校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
全
国
共
通
専
用
相
談

窓
口
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」(

℡
０
５
７
０-

０
７
０-

１

１
０)

も
あ
り
ま
す
。
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私
た
ち
の
便
利
で
快
適

な
暮
ら
し
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
、
石
油
や
天
然
ガ
ス

な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量

に
使
用
す
る
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
い
間
化
石

燃
料
を
燃
や
し
続
け
て
き

た
た
め
、
大
量
に
発
生
し

た
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
影

響
で
、
地
球
の
温
度
が
上

が
り
続
け
て
い
ま
す(

地

球
温
暖
化)

。

　
そ
の
た
め
、
化
石
燃
料

　
こ
れ
ら
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料

の
消
費
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
排
出
さ

れ
て
い
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
町
は
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
、
風

力
な
ど
の
量
や
質
、
ま
た
、
事

業
化
の
可
能
性
を
調
査
検
討
し
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
各
分
野
の
専

門
家
を
交
え
て
、
今
後
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
進
め
る
た
め

　
そ
の
ま
ま
流
し
台
か
ら
流
し

て
し
ま
う
と
、
大
き
な
環
境
破

壊
を
引
き
起
こ
す
天
ぷ
ら
油
の

廃
食
油
。
例
え
ば
、
２
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
を
流
す
と
、
水
道

水
で
ど
ん
ど
ん
薄
め
て
魚
が
棲

め
る
水
質
に
戻
す
に
は
浴
槽

(

３
０
０
リ
ッ
ト
ル)

１
３
２
杯

分
も
の
水
が
必
要
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。(

同
じ
２
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
で
も
、
牛
乳
は
10
杯

分
、
ラ
ー
メ
ン
の
汁
は
３
・
３

杯
分
、
米
の
と
ぎ
汁
は
０
・
４

杯
分)

　
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
ら

肥
料
や
石
け
ん
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ

し
い
自
動
車
燃
料
と
し
て
も
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
脚
光
を
あ
び

て
い
ま
す
。

　
町
は
、
恒
例
の
廃
食
油
回
収

を
、
11
月
９
日(

金)

午
後
５
時
か

の
消
費
を
少
な
く
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
化
石
燃
料

に
代
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
の

力
を
利
用
し
た
り
、
今
ま
で
使

わ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
っ
た
り

す
る
「
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
で
す
。 

太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
、
太
陽
熱
利
用
や

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
が
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
ま
す
。

の
指
針
と
し
て
、「
み
な
べ
町
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
町
の
特
性

を
い
か
し
た
環
境
に
や
さ
し
い

「
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ

い
て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
ご
意
見
の
あ

る
方
は
ご
遠
慮
な
く
住
民
環
境

課
・
環
境
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ら
12
日(

月)

午
前
９
時
ま
で
行

い
ま
す
。
今
回
も
ど
う
ぞ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
収
場
所
な
ど
く
わ
し
く
は

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
回
収
場
所
に
は
町
職

員
な
ど
は
配
置
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
回
収
容
器(

20
リ
ッ
ト
ル

入
り
ポ
リ
タ
ン
ク)

へ
の
移
し

替
え
は
ご
自
身
で
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
廃
食
油
以
外
は
絶

対
に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
前
回(

５
月
実
施)

の
回
収
総

　
量
は
、
約
１
８
０
０
リ
ッ
ト

　
ル(

20
リ
ッ
ト
ル
入
り
ポ
リ

　
タ
ン
ク
で
約
90
缶)

で
し
た
。

　
町
は
、
親
族
な
ど
が
亡
く

な
っ
て
住
民
環
境
課
へ
届
け
出

対　　　象 町内在住の方 町外在住の方
亡くなった方が
12 歳以上

亡くなった方が
12 歳以下

１０,０００円

５,０００円

８０,０００円

６０,０００円

死胎(死産など)
死肢( 切断した
四肢など)

５,０００円 ６０,０００円

に
来
ら
れ
、
町
斎
場(

東
本
庄)

で
火
葬
を
希
望
す
る
方
に
、
火

葬
許
可
証
を
お
渡
し
し
た
上
で

火
葬
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
火
葬
料
金
は
平
成
16
年

10
月
の
合
併
時
に
左
の
表
の
よ

う
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
「
変
更

さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
も
う
一
度
知
ら
せ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

(

※
田
辺
市
龍
神
村
在
住
の
方

は
条
例
の
取
り
決
め
に
よ
り
、

み
な
べ
町
民
と
同
額
で
す)

「ワタシたちの学校はエコスクール」。上南部小学
校舎には太陽光発電システムを取り入れています



■
応
募
方
法
　
作
っ
て
み
た
い

子
ど
も
さ
ん
は
、
役
場
産
業
課

(

第
１
庁
舎)

へ
材
料
を
い
ず
れ

か
１
セ
ッ
ト
取
り
に
き
て
く
だ

さ
い
。
お
う
ち
の
人
に
頼
ん
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん(

但
し
、
先
着

順)

。
そ
し
て
、
作
品
が
完
成
し

た
ら
産
業
課
へ
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
木
工
作
品
コ
ン

　
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
る
と
県

　
民
文
化
会
館(

和
歌
山
市)

ロ

　
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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今
年
度
20
歳
に
な
る
新
成
人

を
祝
福
す
る
平
成
20
年
成
人
式

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
平
成
20
年
１
月
４
日

(

金) 
(

受
付
開
始
午
後
０
時
30

分
、
開
式
１
時)

■
と
こ
ろ
　
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル

　
対
象
は
、
昭
和
62
年
４
月
２

日
〜
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方(

平
成
15
年
３
月
に
中
学
校

　
県
は
、毎
年
11
月
７
日
を「
紀

州
・
山
の
日
」
と
定
め
て
、
山
村

に
住
み
山
を
守
る
人
々
の
暮
ら

し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
「
紀
州
・
山
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
山

で
育
っ
た
木
を
使
っ
た
木
工
作

品
を
大
募
集
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
学
４
〜
６
年
生

■
作
品
の
種
類
　
▽
マ
ガ
ジ
ン

ラ
ッ
ク
、
▽
本
立
て
、
▽
プ
ラ

ン
タ
ー
の
置
き
台

※
そ
れ
ぞ
れ
15
セ
ッ
ト
、
合
計

　
45
セ
ッ
ト
限
定
で
す
。

■
募
集
期
間
　
11
月
５
日(

月)

〜
来
年
１
月
11
日(

金)

を
卒
業
し
た
方)

で
、
町
内
の
中

学
校
や
小
学
校
に
在
籍
後
、
町

外
へ
転
出
し
た
方
も
含
め
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
11

月
中
に
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
出
席
し
て
、
同
級
生

と
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
く
だ

さ
い
。

　
成
人
式
の
式
典
の
後
、
例
年

の
よ
う
に
新
成
人
自
身
の
企
画

運
営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
今
、
教
育
学
習
課
で
は
、

新
成
人
の
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
の
手
で
、
一
生
に

一
度
だ
け
の
成
人
式
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
ろ
う
！
」
と
い

う
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
行
委
員
へ
の
参
加
希
望
は
、

　
成
人
式
の
案
内
状
に
同
封
し

　
た
ハ
ガ
キ
で
ご
返
事
く
だ
さ

　
い
。
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
る

の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
人

権
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
幸
福

に
生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限

必
要
な
権
利
で
あ
り
、
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て

い
て
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
も
の
で
す
。

 

　
私
た
ち
は
、
社
会
や
家
庭
で

多
く
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を

も
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
他
の

人
た
ち
も
そ
の
人
ら
し
く
幸
せ

に
生
き
て
い
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
人
権
問
題
と
一
言
で
い
っ
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
同
和
問
題
、
ア

イ
ヌ
の
方
々
、
外
国
人
に
か
か

わ
る
問
題
等
々
、
数
多
く
あ
り

ま
す
。
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

Ｄ
Ｖ
や
子
ど
も
の
虐
待
は
、
女

性
、
子
ど
も
に
と
っ
て
重
大
な

人
権
問
題
で
す
。

　
町
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
、

行
政
相
談
と
共
に
人
権
相
談
を

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
権
週
間
中
の
12
月

５
日(

水)

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
岩
代
公
民
館
で
人
権

相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
も

し
悩
み
事
や
心
配
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

プランターの置き台
の完成例

▲
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南
部
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
資

源
の
再
利
用
の
た
め
、
ま
た
収

益
を
運
営
費
用
に
充
て
る
た
め
、

新
聞
紙
な
ど
の
収
集
な
ど
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日(

日)

午
前

８
時
30
分
〜

〔
地
区
に
よ
っ
て
10
日(

土)

に
収

集
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

11
日
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30

分
ま
で
な
ら
、
直
接
集
荷
場(

Ｊ

Ａ
み
な
べ
い
な
み
選
果
場)

へ
持

ち
込
ん
で
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
〕

■
収
集
す
る
も
の
　
新
聞
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
牛
乳
パ
ッ

ク
、
布
類

■
収
集
方
法
　
お
家
の
見
や
す

い
所
へ
置
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

収
集
に
う
か
が
い
ま
す
。
各
地

区
の
収
集
時
間
な
ど
は
、
近
く

の
南
部
幼
稚
園
の
保
護
者
か
、

南
部
幼
稚
園(

℡
72-

２
３
５

８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
田
辺
調
停
懇
話
会
が
、
11
月

16
日(

金)

午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
、
田
辺
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー(

田
辺
市
湊)

で
、
調
停
委

員
に
よ
る
民
事
・
家
事
調
停
の

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

　
金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建

物
の
利
用
関
係
、
交
通
事
故
の

損
害
賠
償
な
ど
に
関
す
る
民
事

関
係
の
紛
争
や
、
離
婚
、
遺
産

分
割
な
ど
に
関
す
る
家
事
関
係

の
紛
争
に
つ
い
て
、
調
停
制
度

を
利
用
し
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
ス

タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
裁

判
員
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、「
よ
く
わ
か
る
裁
判

員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

田
辺
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
一
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
田
辺
会
場

▼
日
時
　
11
月
18
日(

日)

午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所
　
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー 

ビ
ッ
グ
Ｕ(

田
辺
市
新
庄

町)▼
定
員
　
80
人

（
ほ
か
和
歌
山
会
場
11
月
11
日
、

御
坊
会
場
12
月
２
日
な
ど
）

▼
内
容
　
映
画
上
映
、
裁
判
官

に
よ
る
解
説
と
質
疑
応
答

　
問
い
合
わ
せ
と
参
加
申
し
込

み
は
、
和
歌
山
地
方
・
家
庭
裁

判
所(

℡
０
７
３-

４
２
２-

４

１
９
１
、
内
線
２
２
２)

へ
。

　
和
歌
山
労
災
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー(

厚
生
労
働
省
委
託)

で
は
、
労
災
年
金
受
給
者
の
相

談
業
務
な
ど
の
ほ
か
、
仕
事
の

疲
れ
か
ら
く
る
健
康
の
心
配
、

精
神
的
な
悩
み
、「
過
労
死
」、
労

災
保
険
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

細
か
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な

く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
和
歌
山

労
災
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

℡
０
７
３-

４
２
４-

２
１
０

２)

で
す
。

　
昨
年
10
月
、「
法
で
社
会
を
明

る
く
照
ら
し
た
い
」
と
全
国
50

か
所
に
で
き
た
「
法
テ
ラ
ス
」

(

正
式
名
称
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー)

。
こ
の
１
年
間
、「
法
テ

ラ
ス
」
和
歌
山
に
も
多
く
の
方

が
悩
み
や
不
安
を
語
り
、
救
わ

れ
た
そ
う
で
す
。

「
法
テ
ラ
ス
」
和
歌
山

●
場
所
　
〒
６
４
０-

８
１
５

２ 

和
歌
山
市
十
番
丁
15 

市
川

ビ
ル(

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
か
ら
和

歌
山
バ
ス
「
京
橋
」
か
「
公
園

前
」
停
留
所
か
ら
徒
歩
２
分)

(

℡
０
５
０-

３
３
８
３-

５
４

５
７
、
FAX
０
７
３-

４
２
５-

９

２
０
１)

●
窓
口
開
設
時
間
　
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

●
主
な
業
務

○
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
紛
争
解
決

　
に
役
立
つ
情
報
や
法
律
サ
ー

　
ビ
ス
相
談
窓
口
の
情
報
の
無

　
料
提
供

○
民
事
法
律
扶
助(

資
力
が
乏

　
し
い
方
の
た
め
の
無
料
法
律

　
相
談
や
裁
判
代
理
費
用
の
立

　
て
替
え
な
ど)

　
も
し
、
法
律
的
な
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
法
テ
ラ

ス
」
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
内
の
市
町
村
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進

協
議
会
は
、
大
切
な
交
通
機
関

で
あ
る
鉄
道
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
移
動
手
段
と
し
て

自
動
車
利
用
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
中
、「
鉄
道
利
用
率
の
低

下
」
↓
「
鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
減
少
」

↓
「
鉄
道
離
れ
」
と
い
う
悪
循

環
を
断
ち
切
り
、
だ
れ
も
が
利

用
し
や
す
い
交
通
環
境
の
維
持

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
鉄
道
会
社
へ
利

便
性
の
向
上
を
常
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、

①
渋
滞
が
な
く
時
間
に
正
確
、

②
安
全
性
が
高
い
、
③
地
球
環

境
へ
の
悪
影
響
が
少
な
い
、

等
々
の
鉄
道
の
利
点
を
ご
理
解

の
上
、
鉄
道
の
存
続
の
た
め
、
お

出
か
け
の
折
に
は
鉄
道
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

( 社会福祉センター)
11 月 2 日(金)・9 日(金)・16 日(金)・30 日(金)

　～ふれ愛センター～

　11月 1日(木)・15日(木) 13:30～ 15:00

18:00 ～ 21:00

11 月７日(水) 13:00～13:30２歳６か月児歯科健診
(平成17年 4/1～5/15生まれ)

11月 13日(火) 13:00～13:30４ か 月 児 健 診
(平成19年7月生まれ)

11月 20日(火) 13:00～13:30１ ０ か 月 児 健 診
(平成18年12月・19年1月生まれ)

11月 28日(水) 13:00～13:30３ 歳 ６ か 月 児 健 診
(平成16年 4/1～5/10生まれ)

　毎年、町が行ってきた健診の内容が国の方針に
従って来年度から変わります。具体的にどのように変
わるのか、今月号と来月号に分けてお知らせします。
●これまでの「基本健康診査」から、「特定健診・特定
　保健指導」に変わります。

◆特定健診は、内臓脂肪が原因でおこるメタボリッ
　クシンドロームを見つけ出す健診です。運動不足
　や食生活の変化などから、生活習慣病である心臓
　病や脳卒中、糖尿病が増えています。生活習慣病
　の発症には内臓脂肪がたまりすぎる内臓脂肪型肥
　満が関係していることが多く、そこに着目した健
　診が行われます。
 ○基本的な健診内容
　＊身体計測(身長・体重・BMI・腹囲)
　＊理学的検査(身体診察)
　＊血圧測定
　＊血液検査
　　　

　　　
　　　
　○詳細な健診内容( 医師が必要とした方のみ)
　　＊貧血検査　＊心電図検査　＊眼底検査
◆特定保健指導は、健診の結果から生活習慣病など
　のリスク要因の数や年齢などを総合判断して、保
　健指導を３段階に区分します。そして、受診者の
　段階に応じて、保健師や栄養士などの専門家が様
　々な形で生活習慣改善の支援をします。

　

内　　　　　　容 実施日・受付時間

11月27日(火)
13:30～15:00

正しい食生活と食育を！

11月22日(木)
13:30～15:00

楽しいマタニティライフのために

（妊娠中の栄養・赤ちゃんの栄養に
 ついて/調理実習をしながら交流会）

（妊娠中の日常生活、出産について）

11月29日(木)
19:00～21:00

こんにちは 赤ちゃん！
（もうすぐお父さん・お母さん！沐浴実習など）

講師

栄養士
保健師

助産師

保健師

楽しいマタニティライフのために
（妊娠中の日常生活について） ) (この日の参加は

 予約が必要です)

(場所 ふれ愛センター)

南部保育所(℡ 72-4520)
高城保育所(℡ 75-2044)
清川保育所(℡ 76-2251)
上南部保育所(℡ 74-3022)

８日(木)10:00 ～ 11:00
８日(木)10:00 ～ 11:00
８日(木)10:00 ～ 11:00
９日(金)10:00 ～ 11:00

(清保・上保は雨天中止)

　どちらも、体験した皆さんから「体調が良くなった」「少
しやせたかな」と好評をいただいています。まだ未体験と
いう方もぜひ、動きやすい格好でお気軽にご参加ください。
　前もって申し込みはいりません。なお、参加していただ
くと、12 月まで毎回、体組成測定記録をつけていきます。

　参加申し込みは不要です。当日、参加(材料)費
300 円、筆記用具、エプロンを持って、紫音へ集
合してください。(紫音は、役場第1庁舎から車で
　約40 分、清川球場の近く)

定員25 人(参加申込は11 月13 日(火)までふれ愛セ
ンターへ)/ 参加費500 円/ ストックは用意します

脂質(中性脂肪・HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ)
血糖(空腹時血糖、またはHbA1c）
肝機能(GOT･GPT･γ-GPT）
尿検査(尿糖・尿たんぱく)



■南部保、絵本の読み聞かせ
■こひつじランドつどいのひろ
ば・たんぽぽ(10:00～・愛之園
保)
■岩代小、通学合宿(～17日)(5・
6年希望者)
■上南部小、ＥＰＰ研究発表会
■清川中、交通安全街頭指導
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

2021

■岩代小、秋の交通安全教室
■上南部小５年、高専留学生と
の交流会

■■■■■
●８日(木)13:30～15:30
●ふれ愛センターで
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ　
の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■
●12月5日(水)13:30～15:30
●岩代公民館で
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教育学
習課(℡74-2191)へ
■■■■■ (保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆21日(水)13:30～15:30、南
部　公民館(片町)で
相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
くわしくは、同ハローワーク(田
辺市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

無 料
秘密厳守( )

◆10日(第2土曜日)→ 8:30～
　16:00、年金相談窓口開設。
◆12日(月)→19:00まで年金相
　談窓口の受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺市
朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
 (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■ひかり保、絵本読み
■南部小1～3年、社会見学
■岩代小、社会見学
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

■上南部保、県警ひまわり班・
交通安全教室
■南部小4～6年、社会見学
■上南部小、交通安全教室
■介護予防おたっしゃ運動教室
「我ら梅の里 寝込まんず」３
期・第１日(9:30～･ふれ愛セン
ター)

■おひさま広場(保育所開放)、
南部保・高城保・清川保お外で
自由遊び(10:00～11:00)
■愛之園保、おじいちゃん・お
ばあちゃんとのお掃除大作戦
(eco孫爺)
■南部小6年、授業参観
■清川小6年、通学合宿(～10日)
■人権・行政相談(13:30～･ふれ
愛センター)

■おひさま広場(保育所開放)、
上南部保お外で自由遊び(10:00
～11:00)
■高城保、天宝神社へ園外保育
■清川保、園外保育
■南部幼年中・年長、園外保育
■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい(10:00～・ふれ愛
センター)
■南部小１年、授業参観
■廃食油回収(9日17:00～12日
9:00・町内各地)

■みなべ学びの日制定記念式典
(10:00～・ふれ愛センター)
■みなべ学びの日制定記念パネ
ル展(～13日・生涯学習センター)
■愛之園保すみれ組、ミニミニ
旅行(かわべ天文公園)
■田辺社会保険事務所・年金相
談窓口開設(8:30～16:00)
■コーラスたんぽぽ「梅・夢ふ
れあいコンサート」(19:00～･ふ
れ愛センター)

■上南部保、発表会
■南部幼、保育参観
■高城中、文化祭

■南部小、全校朝礼ドッジボー
ル大会
■南部保すみれ・あやめ組、園外
保育
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■高城小、いも集会
■清川小、避難訓練(避難訓練)
■南部中、進路説明会
■小学生パッチワーク作品展(～
16日・ゆめよみ館)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)
■上南部小、来年度新入学予定
児童就学時健康診断(13:00～)
■高城小、来年度新入学予定児
童就学時健康診断(13:00～)
■南部中、避難訓練(地震・津波)
■２歳６か月児歯科健診(H17年
4/1～5/15生まれ)(13:00～･ふ
れ愛センター)
■ソフトエアロ講座(19:00～・
ふれ愛センター)

■南部幼、絵本の読み聞かせ
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ちくちく(10:00～･愛之園
保)／マタニティサロン(13:30
～･愛之園保)
■岩代小、授業参観
■キッチン講座(13:30～・清川
ペンション紫音)

■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

■上南部保、ふれ愛センターで
お年寄りと交流会(もちつき)
■愛之園保、避難訓練
■こひつじランド星の子広場(1
～5 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■10か月児健診(H18年12月・19
年1月生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)
■南部中、校内マラソン大会
■高城中、校内駅伝大会

■こひつじランド第7回育児講
座グリーンアレンジ
■岩代小、金銭教育研究発表会
■上南部中、校内文化祭

■南部保あやめ組、お仕事ごく
ろうさま訪問
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■上南部小、観劇「雪女」
■高城小、防犯教室
■清川小、来年度新入学予定児
童就学時健康診断(13:15～)
■みなべ学び講座「万葉集に親
しむ」(14:00～・生涯学習セン
ター)
■ソフトエアロ講座(19:00～・
ふれ愛センター)

■南部保、避難訓練
■こひつじランドミュージック
ママ(10:00～・南部公民館)
■南部小４年、授業参観
■こうのとりセミナー(13:30
～・ふれ愛センター)
■高城小4～6年、学習発表会

■南部幼、避難訓練(火災と消
防車見学)
■こひつじランドミュージック
ママ(10:00～・南部公民館)
■４か月児健診(H19年7月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)
■南部小２年・少人数学級、授
業参観
■健康に美しく！健美操(19:00
～・ふれ愛センター)

■南部幼ＰＴＡ、古紙等回収
■プララ秋のフリーマーケット
(9:00～･うめ振興館)

■上南部保、避難訓練
■高城保、避難訓練(地震想定)
■愛之園保、感謝祭の訪問
■こひつじランド読み聞かせ
サークルおはなしおはなし(10:
00～･南部公民館)
■岩代小1・2年、お年寄りとの
ふれあい活動
■上南部小、授業参観
■高城小、1～3年、学習発表会
■日高地方小中学校音楽演奏大
会(御坊市民会館)
■こうのとりセミナー(13:30
～・ふれ愛センター)

■大展覧会(～4日・生涯学習セ
ンター＆南部公民館)
■高城文化展・菊花展(～5日・
高城公民館)
■清川文化展(～4日・清川公民
館)
■清川区民運動会
■町立図書館ゆめよみ館、特別
開館日

■こひつじランドつどいのひろ
ば・よちよち・きらきら(10:00
～・愛之園保)
■(田辺調停懇話会)民事・家事
調停相談会(10:00～15:00・田辺
市民総合センター)
■ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ･ﾌｨｯﾄﾈｽ･ｳｵｰｷﾝｸﾞ講座
(19:00～・ふれ愛センター前)

■ハイキング大会(9:30～・ふ
れ愛センター出発)
■紀州みなべ検定試験(10:00
～･南部公民館、またはふれ愛
センター)

■ひかり保赤組、親子遠足
■第２回みなべ町スポーツ大会
(町内各会場)

■清川保、避難訓練
■こひつじランド第7回育児講
座グリーンアレンジ
■高城中、ｱｲﾒｲﾄﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ(盲
導犬等体験)
■こうのとりセミナー(19:00
～・ふれ愛センター)

■こひつじランド第7回育児講
座グリーンアレンジ
■３歳６か月児健診(H16年4/1
～5/10生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)
■南郷研教育講演会
■ソフトエアロ講座(19:00～・
ふれ愛センター)

■こひつじランドつどいのひ
ろば・ひまわり(10:00～・愛之
園保)
■南部小５年、授業参観
■岩代小、不審者回避訓練
■田辺社会保険事務所年金相
談窓口時間延長(～19:00)

■南部幼年少、園外保育
■こひつじランド第7回育児講
座グリーンアレンジ

　固定資産税(3期)/国民健康保
険税(5期)/介護保険料(普通徴収5期)
公共下水道受益者負担金(3期)/水道料
金(9・10月分)・公共下水道使用料(9・
10月分)・農業集落排水使用料(10・11月
分)の各窓口納付

　水道料金(9・10月分)・公共下
水道使用料(9・10月分)・農業集落排水
使用料(10・11月分)の各口座振替

11月は
◆統計調査票提出促進月間(9/1
～11/30)
◆麻薬・覚せい剤乱用防止月間
(10/1～11/30)
◆共同募金運動(10/1～12/31)
◆間伐推進強化月間(10/1～11/30)
◆特区、規制改革集中受付月間
(10/15～11/14)

◆みなべ学び月間
◆全国青少年健全育生強調月間
◆下請取引適正化推進月間
◆乳幼児突然死症候群(SIDS)
対策強化月間
◆職業能力開発月間
◆児童虐待防止推進月間
◆新規就農啓発強化月間
◆JAS普及推進月間

■芸能まつり(13:00～･ふれ愛
センター)

◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間
◆快適通勤推進月間
◆公共建築月間
◆教育・文化週間(1日～7日)
◆文化財保護強調週間(1日～7日)
◆計量記念日(1日)
◆灯台記念日(1日)
◆自衛隊記念日(1日)

◆全国糖尿病週間(～12日) ◆国有財産の日
◆紀州・山の日

◆「119番」の日
◆秋季全国火災予防運動
(～15日)

◆技能の日

◆公共建築の日
◆税を考える週間(～17日)
◆家族の週間(～24日)

◆女性に対する暴力を
なくす運動(～25日)

◆全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間(～18日)

◆製品安全点検日
◆家族の日
◆製品安全総点検週間
(～24日)

◆犯罪被害者週間(～12/1)
◆性の健康週間(～12/1)

◆医療安全推進週間週間(～12/1)

◆税関記念日
■高城保、発表会
■南部小、校内音楽会

■清川保、発表会

■人権相談（13:30～･岩代公民
館）

■愛之園保、県警ひまわり班・交
通安全教室
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■年末調整説明会（13:30～･Ｊ
Ａみなべいなみ本所）

■南部小3年、授業参観■南部幼、避難訓練(火災)

19:00～

昼の部では「喫茶店」も開きます。
大勢ご来場ください。

ふれ愛センター
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/

広報みなべは古紙再生率100％
再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

(－6人）
(－2人）
(－8人）
(－5世帯）

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111/129(86.0%)
143/181(79.0%)
33/ 35(94.3%)
210/260(80.8%)
107/129(82.9%)
35/ 77(45.5%)
192/264(72.7%)
102/364(28.0%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋4)
(前月比＋1)

公共下水 843/約1,300(64.8%)
(前月比＋3)農業集落排水

(件)(9月30日現在)

９月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

  7,022人
  7,675人
 14,697人
4,689世帯

 9人
15人
16人
18人

９月中の異動

　10月17日(水)、第42回南部郷陸上競技大会が共和球場など
で開催され、町内各小学校の5・6年生たちが実力を競い合い
ました。各部門の優勝者と成績は次の通りです。

■ 　50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ男子・栗林純(南小)9秒6、50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞ
ﾙ女子・山中優奈(南小)9秒5、100ﾒｰﾄﾙ走男子・樫本竜(高小)
16秒0、100ﾒｰﾄﾙ走女子・尾崎美穂(岩小)16秒7、1000ﾒｰﾄﾙ走男
子・仁木亮介(清小)3分45秒4、800ﾒｰﾄﾙ走女子・丸山由梨乃
(岩小)3分8秒6、走り幅跳び男子・泰地智之(南小)3ﾒｰﾄﾙ69、
走り幅跳び女子・丸山由梨乃(岩小)3ﾒｰﾄﾙ16、走り高跳び男子・
樫本竜(高小)105ｾﾝﾁ、走り高跳び女子・西村明衣(南小)105ｾﾝ
ﾁ、ボール投げ男子・小谷直也(岩小)44ﾒｰﾄﾙ、ボール投げ女子・
谷本優衣(上小)32ﾒｰﾄﾙ、学校対抗ﾘﾚ ・ー高小 2分12秒51
■ 　50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ男子・泰地裕次郎(南小)9秒3、50ﾒｰﾄ
ﾙﾊｰﾄﾞﾙ女子・二葉菖(南小)9秒3、100ﾒｰﾄﾙ走男子・谷口有輝(南
小)14秒7、100ﾒｰﾄﾙ走女子・大前亜希穂(高小)15秒3、1000ﾒｰ
ﾄﾙ走男子・中村心哉(岩小)3分37秒4、800ﾒｰﾄﾙ走女子・楠本
みずき(南小)2分59秒5、走り幅跳び男子・浜口良太(上小)3ﾒｰ
ﾄﾙ99、走り幅跳び女子・楠谷めぐみ(高小)3ﾒｰﾄﾙ57、走り高跳
び男子・土井宏貴(上小)120ｾﾝﾁ、走り高跳び女子・小山夏生
(上小)120ｾﾝﾁ、ボール投げ男子・泰地裕次郎(南小)48ﾒｰﾄﾙ、
ボール投げ女子・井野桃子(岩小)35ﾒｰﾄﾙ、学校対抗ﾘﾚ・ー高小
2分5秒23

　10月7日(日)、県小学生秋季陸上競技選手権大会が紀三井寺
陸上競技場で開催され、みなべＡＣの子どもたちが出場しま
した。うち入賞した子どもたちの成績は次の通りです。
〈男子〉爰川元気＝4年生以下の部100ﾒｰﾄﾙ3位・走り幅跳び2
位、沖見史哉＝同部1500ﾒｰﾄﾙ4位、中村心哉＝6年生の部1500ﾒｰ
ﾄﾙ4位
〈女子〉小山夏生＝6年生の部100ﾒｰﾄﾙ6位、5・6年生共通80ﾒｰ
ﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ3位、二葉菖＝同共通80ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ4位、川口実希＝同
共通走り高跳び2位、楠本みずき＝同2位、桂南美＝同6位

（敬称略）
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